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１ 地理分野からの出題です。 

 

    [県章Ⅰ] は、文章中にある大宰府の説明などから福岡県の県章であることがわかります。また、[県章Ⅱ] は、文章中に「かつて 

の伊勢・伊賀・志摩の３国、そして紀伊国の一部からなり、国土のほぼ中央部に位置」、「中部地方あるいは近畿地方として扱われ」 

とありますので三重県の県章であることがわかります。 

問１ 正解は①です。北九州工業地帯は八幡製鉄所を中心に発展していきました。 

問２ 日本の鉄鉱石の現在の輸入先を問うています。正解は④です。 

問３ [県章Ⅰ] は福岡県のものですから、空欄 (ウ) ・ (オ) の順に「福岡」・「博多」が正解です。正しい漢字での解答の 

み正解とします。 

  問４ 正解は①です。中華人民共和国は、日本の有数の貿易相手国であり、衣類や日用雑貨などの輸入先です。 

  問５ [県章Ⅱ] は三重県のものですから、正解は②です。御木本幸吉は真珠の養殖に成功しました。 

  問６ 雨温図の問題です。問題文中の「この都市」は、日本有数の降水量をほこる尾鷲市をさしています。正解は③です。 

問７ 正解は④です。[県章Ⅱ] と文章から県を判断できれば解答を導き出すことができます。 

問８ 文章中に「県の中心的商工業都市」、「港湾地区には石油化学コンビナート」とありますので四日市市をさしていることがわ

かります。正解は④です。 

  問９ 「低湿地であり、洪水がおこりやすかったため。」といった内容の文であれば正解とします。 

 

２ 歴史分野からの出題です。 

 

問１ 弥生時代の頃の日本について問うています。正解は④です。①は「主に武器として」、②は「大分県」という点、③は埴輪

についての説明が誤りです。 

問２ 「百済」が正解です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

問３ 「和同開珎」が正解です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

問４ 正解は④です。清少納言は中宮定子に仕え、摂関期に活躍しました。 

問５ 元王朝の時代について問うています。正解は⑤です。 

問６ 足利義満は明の皇帝から日本国王に任命されています。「中国王朝への服属を象徴している。」といった内容の文 

であれば正解とします。 

問７ 文章中に「水野忠邦による改革」とありますので、「天保」が正解です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

問８ 正解は④です。 

 

３ 公民分野からの出題です。 

 

問１ A 正解は①です。②の JIS マークは、品質規格に合格した工業製品についているマーク、③のベルマークは教育援助活動

のためのマーク、④のグリーンマークは環境保全に役立つ商品につけられるマークです。 

B 正解は③です。①は「両議院の協議会を開くことができない」という点が誤りで、②と④は予算についての日本国憲法

の条文です。 

問２ 正解は「厚生労働省」です。 

問３ 正解は②です。 

問４ A 正解は④です。 

B 正解は「条例」です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

問５ 正解は③です。日本人の食生活は高度経済成長期を経て大きく変化し、米の供給量は、1990 年代には 1960 年のほぼ半分に



まで低下しました。 

問６ 正解は③です。 

問７ 正解は④です。FAO は、国連食糧農業機関の略です。 

問８ 「日本では家畜用の飼料の多くを輸入に頼っており、輸入牛肉の輸送量より、輸入飼料の輸送量の方が多くなるため。」と

いった内容の文であれば正解とします。 


